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研究成果の概要： 
ゲノムワイド疾患関連解析における統計検定上の実用的問題のひとつである多重検定問題を対

象に、それをパーミュテーションテストを用いて補正するアプリケーションを実装し、公開し

た。 
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１．研究開始当初の背景 
ゲノムプロジェクトに始まる、ヒトゲノム大
規模プロジェクトの進行により、ゲノム多様
性と疾患等の重要形質との関連を大規模に
調べることが可能となった今、それを実現す
るための、統計解析基盤の整備は急務であっ
た。 
２．研究の目的 
ゲノムワイド関連解析における多重検定は
大きな問題のひとつである。概念が単純で、
解析条件による個別化の必要性が低く、普遍
的に適用する可能性が高いパーミュテーシ
ョンテストに基づく棄却水準決定法を、今後
のホールゲノム関連解析の進展に拡張する

ことを前提とした、パーミュテーションテス
トアプリケーション作成を目指す。 
３．研究の方法 
シミュレーションデータを作成し、それを持
用いて、ゲノムワイド関連解析における多重
検定問題の特質を明らかにし、それを克服す
るための、アプリケーションを小規模に開発
し、しかる後に、それを大規模かつ汎用性の
ある形式に修正し、実用的なアプリケーショ
ンとし公開する。 
４．研究成果 
通算２年間により、ゲノムワイド関連解析デ
ータを取り扱うための計算機環境を整備し、
小規模データにおけるアプリケーションを
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開発公開し、引き続き、それを大規模化して
公開した。また、同ツールを、実際のゲノム
疫学研究グループに提供し、疫学研究に貢献
した。 
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